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教養教育部会部長
久富　　健
本学の教養教育部会の研究機関である「教養教育リサーチセンター」は、本年度で 4年
目を迎えることとなった。この約 10年間の本学の教育改革の流れの中で、平成 22年度よ
り、≪武蔵野 BASIS≫と名付けた全学共通基礎教育課程をスタートさせ、24年度からの有
明キャンパス開設によって、２キャンパス一体型の新しい大学像を視野に入れたところの組
織体制を築き上げてきた。これらの新カリキュラムを支える研究体制がこの「教養教育リ
サーチセンター」であり、各学部の専門領域の「研究所」と連携しつつ、本学の研究・教育
体制の充実を目標にして、その歩みを進めてきた。これらのことは、未来の本学の大学教育
をさらに立て直す重要な取組みになるであろう。
「教養教育リサーチセンター」は、常に〝リベラル・アーツ〟という基本理念の原点に立ち
戻るべきである。それについて、耳を傾けるべき言説がある。イギリスの哲学者 J.S.ミル
は、『大学教育について』〔岩波文庫：竹内一誠訳 p.16〕の中で、次のように語る。
…一般教養教育とは、学生がすでに個別に学んできたことを包括的に見る見方と関係づ
ける仕方を教えるとされていますが、その最終段階においては、諸科学の「体系化」、
すなわち、人間の知性が既知のものから未知のへと進むその進み方についての哲学的
研究が含まれています。(略 )　つまり世界に実在する諸事実をいかにして発見するか、
それが真の発見であるか否かを何によって検証するかを学ばなければなりません。これ
こそ、まごうかたなき、一般教養教育の極致であり、完成なのです。…
本学の教養教育が、さらなる〝リベラル・アーツ〟の確立に向かって、さまざまな試みと
充実した研究を展開していくためにも、この言説の説くところの精神をもとに、学生ひとり
ひとりに届くきめ細かな教養教育の具現化を目指していきましょう。
ここに、『e Basis』第 4号をお届けすることになりました。特に本号では、長年本学で
教鞭を取られた、山崎龍明先生と高橋審也先生が 25年度で定年退職されることになり、特
集として、お二人の先生の玉稿をいただき、掲載することができました。「仏教」という本
学の重要な建学科目を担当なされ、数々の研究業績を重ねられてきました。さらに、学生た
ちにいつも熱い思いで語りつづけた両先生でした。長い間本学に貢献なされました両先生、
本当にありがとうございました。
本号は今回も、諸先生方の様々な論考を掲載できたことで、これからの「教養教育リサー
チセンター」の発展に期待がますます高まってきました。今後の積極的なご協力のほどをお
願いいたします。
